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令和４年度一般会計予算 総額50億8,8００万円（前年比13.6％増）

当初予算案から2事業当初予算案から2事業当初予算案から2事業当初予算案から2事業 取り下げた予算案を可決取り下げた予算案を可決取り下げた予算案を可決取り下げた予算案を可決（庁舎外壁改修工事  ・　かえで広場整備事業）（庁舎外壁改修工事  ・　かえで広場整備事業）（庁舎外壁改修工事  ・　かえで広場整備事業）（庁舎外壁改修工事  ・　かえで広場整備事業）
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・予算額50億8,800万円は前年度予算よりも約6億円増である。この最大の要因は後年の公債費（借金
の返済）抑制を考慮し、繰り上げ償還（1億1,510万円）や利率の低い町債への借り換え（約3億5千万
円）を行うため、前年度よりも約5億円増としたためである。

・町財政危機のなか国コロナ交付金なども活用し、子育て支援や事業者などに役立つ事業が盛り込まれた。
なお、職員8名（退職職員の不補充など）の減により人件費は前年度から約6,500万円減少している。

・投資的経費※1の比率は約6％と少ない。経常的経費※2と投資的経費のバランス回復が課題である。
・令和4年度の町債（借金）総額は79.8億円、基金（貯金）総額は16.6億円となる見込みである。
※1 投資的経費：建設費・災害復旧費などの費用　※2 経常的経費：行政水準を維持していく人件費・公債費・生活保護費などの費用

令和4年度一般会計予算の特徴

子どもへの仕送り（補助費、他会計への繰り出し金）
145（＋11）万円：29％

貯金（積立金など）11（＋4）万円：2%

配偶者のパート代
（寄付金、繰入金など）
45（＋12）万円：9％

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金など）
290（＋26）万円：57％

 令和4年度 池田さん家の家計簿 令和4年度 池田さん家の家計簿
ち

ち
令和4年度一般会計予算50億8,800万円を

池田さん家（仮称、年間収入509万円）の家計に置き換えてみました。
令和4年度一般会計予算50億8,800万円を

池田さん家（仮称、年間収入509万円）の家計に置き換えてみました。

家計が厳しくなったため、本年度は経費節減に努め、貯金（財政調整基金）をおろさず家計を
やりくりします。年度末の貯金残高は35万7,000円となる見込みです。

池田さん家の令和4年度の見通し

その他（譲与税など）32（＋17）万円：6％
借金46（＋3）万円：9％

給料（町税、使用料、手数料）
96（＋2）万円：19％

生活費（人件費、物品購入費、扶助費）
213（＋3）万円：42％

（　）内の数字は昨年との比較

自宅改造・修繕費（建物・道路などの工事費）
32（－3）万円：6％

ローン返済（借金返済）
108（＋49）万円：21％

年間509万円の収入源収入 年間509万円の使われ方支出

池田さん家（仮称）の家計池田さん家（仮称）の家計

※不要なお金がまだはっきりしていないので、貯金残高は増える
　可能性があります。

ち

中小企業事業中小企業事業
継続支援給付金継続支援給付金

事業費 6,000万円

プレミアム付きプレミアム付き
商品券商品券

事業費 2,675万円

小中学校給食費の小中学校給食費の
一部町負担一部町負担

事業費 2,262万円

［財源］［財源］コロナ交付金

○米価下落支援も含
め、コロナ禍で収入
が減少した事業者・
農業者を支援する。

［財源］［財源］コロナ交付金　

○1万3千円の商品券を1万
円で6千セット販売する。
低所得者には1冊（1万
3千円）無料配布。

［財源］［財源］てるてる坊主ふる

さと応援基金、一般財源
○児童生徒一人当たり3

万円（前年と比べ１万円
増）を町負担とする。

令 和 4 年 度 の 主 な 目 玉 事 業令 和 4 年 度 の 主 な 目 玉 事 業
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令和４年度一般会計予算 総額50億8,8００万円（前年比13.6％増）

当初予算案から2事業当初予算案から2事業当初予算案から2事業当初予算案から2事業 取り下げた予算案を可決取り下げた予算案を可決取り下げた予算案を可決取り下げた予算案を可決（庁舎外壁改修工事  ・　かえで広場整備事業）（庁舎外壁改修工事  ・　かえで広場整備事業）（庁舎外壁改修工事  ・　かえで広場整備事業）（庁舎外壁改修工事  ・　かえで広場整備事業）
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　3月定例会は3月3日から18日まで開かれ、議案19件、同意1件、陳情1件、発議3件を審議し
全てを可決した。

〜 令和4年度一般会計予算案審議　当初予算案から2事業を取り下げた予算案提出の経過 〜 
◦令和4年度一般会計予算案は予算決算特別委員会（全議員参加）で2日間にわたり審議した。
◦3月11日の委員会で当初予算案（51億1,800万円）のなかで2事業（庁舎外壁改修工事、かえ

で広場整備事業）の必要性や職員給与の削減など下記5点について町長の考えを聞く機会を設
け、再度審議することとした。3月15日の委員会で町長から2事業を取り下げるなどの考えが
示されたのち審議し、賛成多数で委員会可決とした。

◦3月18日の最終日に町から訂正予算案が提出され、賛成多数で可決した。

3
月
議
会
の
ポ
イ
ン
ト

一般会計予算　議会の意見・要求と町長回答（令和 4 年 3 月 15 日）

意見・要求 町　　長

1　庁舎外壁改修工事（予算額 3,208 万円）について
《内容》 庁舎外壁の北面の半分と南面、西面を塗装する。
《議会意見》
・財政困難な時期の今、実施すべきか。
・最低限の予算で施工できる方法を検討すべき。

工事費 3,000 万円は取り下げる。
北側・西側については調査のうえ
再度補正予算を計上したい。

2　交流センター西側かえで広場整備事業（予算額 3,000 万円）
について　

《内容》 かえで広場に遊具と四
あずまや

阿を設置する。
《議会意見》
・財政困難な時期の今、必要な事業か。
・最低限の予算で実施できる方法を検討すべき。

予算を取り下げる。今後について
は内容を議会に提示し、協議のう
え補正予算として提出する。

3　職員給料の削減について
《議会意見》
・町財政危機のなかで財政再建のため職員給料の削減が必要では。

行革委員会の答申もあるので令和
4 年度中に職員組合との協議の場
を持ちたい。

4　特別職の給与について
《議会意見》
・新教育長の給与が町長、副町長よりも高くなることは住民の理

解が得られないのでは。

特別職の報酬は私に下駄を預けて
欲しい。新教育長が着任したら早
期に話し合いを持ちたい。

5　ハーブガーデン等管理委託について
《議会意見》
・ハーブガーデンの将来ビジョンが見えず、委託料の精査も必要

である。

来年度に課の再編と人事異動もあ
るので来年度中に内容を検討し、
5 年度以降の体制を検討したい。

全 て の 会 計 予 算
の 総 額 は 73 億
1,736 万 円 と な
り、前年度よりも
6 億 4,132 万円の
増となった。下水
道事業会計予算の
5,101 万円の増は
下水殺菌処理に使
う紫外線殺菌装置
の改修費である。

令和4年度予算総額は73億1,736万円

本年度 対前年度増減

池 田 町 一 般 会 計 予 算 50億8,800万円 6億1,000万円

池 田 町 工 場 誘 致 等 特 別 会 計 予 算 608万円 0

池 田 町 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 11億3,640万円 ー372万円

池田町後期高齢者医療特別会計予算 1億5,913万円 ー337万円

池 田 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 予 算 815万円 ー652万円

池 田 町 水 道 事 業 会 計 予 算 2億1,052万円 ー608万円

池 田 町 下 水 道 事 業 会 計 予 算 7億908万円 5,101万円

計 73億1,736万円 6億4,132万円
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

ここが　ここが　
　聞きたい　聞きたい 予 算 審 査予 算 審 査 質疑質疑
令和4年度一般会計予算議案を予算決算特別委員会で審議しました。そのポイントをお知らせします。

●
葬
祭
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問
　
葬
祭
セ
ン
タ
ー
の
改
修

計
画
は
。

答
　
5
年
後
に
9
千
万
円
を

か
け
改
修
す
る
計
画
で
あ
る
。

問
　
待
合
室
の
カ
ー
テ
ン
が

短
い
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の

容
量
が
小
さ
く
て
寒
い
、
時

計
が
止
ま
っ
て
い
る
。
以
上

3
点
の
改
善
を
。

●
保
守
点
検
・
委
託
料
つ
い

て
問
　
保
守
点
検
・
委
託
料
の

額
が
大
き
い
。
見
直
し
を
。

特
に
、
新
地
方
公
会
計
業
務

委
託
料
（
約
百
万
円
）　
は
職

員
で
実
施
す
る
か
町
内
業
者

へ
の
委
託
を
。

答
　
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

●
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

問
　
運
転
手
が
名
札
を
付
け

て
い
な
い
、
バ
ス
に
押
し
ボ

タ
ン
が
な
い
等
の
改
善
を
。

答
　
改
善
さ
れ
る
よ
う
運
行

会
社
と
話
し
合
う
。

●
自
治
会
要
望
に
つ
い
て

問
　
道
路
整
備
な
ど
の
自
治

会
要
望
達
成
率
は
。

答
　
10
％
程
度
で
あ
る
。

問
　
自
治
会
要
望
の
一
覧
を

議
会
に
も
配
布
を
。

答
　
配
布
で
き
る
よ
う
調
整

し
た
い
。

●
て
る
て
る
坊
主
の
館
修
繕

に
つ
い
て

問
　
W
i
︲
F
i
設
置
の
コ

ス
ト
の
削
減
を 

。

答
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

抑
え
る
方
式
を
採
用
す
る
。

答
　
池
田
松
川
施
設
組
合
と

協
議
し
て
い
く
。

●
ま
ち
な
か
第
二
駐
車
場
に

つ
い
て

問
　
民
間
企
業
に
貸
し
出
す

計
画
は
。

答
　
48
台
分
の
う
ち
25
台
分

貸
し
出
す
計
画
で
あ
る
。
県

道
に
近
い
部
分
は
今
ま
で
同

様
に
使
用
で
き
る
。

●
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
管
理
等

委
託
に
つ
い
て

問
　
桑
茶
加
工
の
整
備
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
桑
茶

の
生
産
と
生
産
目
標
は
。

答
　
県
の
支
援
金
を
使
い
桑

ひ
ろ
つ
で
生
産
す
る
。
現
在

の
生
産
量
は
5
0
0
Kg
で
あ

る
が
、
3
年
後
に
3
t
ま
で

に
伸
ば
し
た
い
。

問
　
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
で
の

桑
の
生
産
は
。

答
　
桑
の
実
を
採
る
目
的
で

80
本
栽
培
し
て
い
る
。

問
　
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
で
野

菜
生
産
や
有
機
農
場
に
で
き

な
い
か
。

答
　
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー

ブ
苗
も
伸
び
て
い
る
。
ハ
ー

ブ
ガ
ー
デ
ン
を
止
め
る
考
え

は
な
い
。

問
　
花
の
里
づ
く
り
推
進
補

助
金
の
見
直
し
を
。

答
　
修
正
を
加
え
て
い
く
の

は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

●
町
営
住
宅
に
つ
い
て

問
　
町
営
住
宅
の
将
来
計
画

は
。 

答
　
3
丁
目
西
・
一
丁
目
住

宅
は
現
在
の
入
居
者
の
退
去

後
に
更
地
に
し
て
い
く
。
3

丁
目
東
住
宅
は
長
寿
命
化
修

繕
を
行
い
、
豊
町
住
宅
は
建

て
替
え
等
も
検
討
し
て
い
る
。

〈
表
紙
〉

4
月
6
日
　
会
染
小
学
校
　
新
1
年
生

今
年
で
創
立
1
5
0
周
年
を
迎
え
た
会
染
小
学

校
。
33
名
の
新
1
年
生
が
元
気
よ
く
入
学
し
ま
し
た
。

楽
し
い
6
年
間
に
な
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

校
庭
に
あ
る
銅
像

「
春
」
も
入
学
を
祝
い

ま
し
た
。
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
先
生
方
の

温
か
い
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
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本 会 議 質 疑・ 討 論本 会 議 質 疑・ 討 論
本
会
議
討
論
　

消費税「適格請求書（インボイス）方式」
の実施延期を求める陳情

服部久子議員
コロナ禍のなかでインボイ
ス方式を導入すれば事業

者を追い込むので採択すべきである。
【審査結果】 全議員の賛成で採択

横澤はま議員
・財政危機対
応期間の予算

として経常経費削減が感じ
られない。

・予算に職員や特別職の給与
削減がなく納得できない。

和澤忠志議員
・職員の給料削減、課長職の

管理職手当50％削減及び
互助会の公費負担廃止がな
く、本気度がみえない。経常
経費削減の予算でない。

大出美晴議員
・町民益につながらない旧態

依然の予算である。
・出産子育てや自治会要望に

充てる予算も定かでなく夢
のある事業もない。

家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する条例の一部を改正する議案

【審査結果】 賛成多数で可決
薄井孝彦議員
家庭的保育事業は外
遊びの不足や児童へ

の安全性などで課題が多いので反
対である。

【ロシアのウクライナ侵攻に強く非難する決議】
【審査結果】 賛成多数で採択
〈内容〉
ロシアのウクライナ侵攻はウクライナの主権を侵害
する明白な国際法違反である。ロシアに対し厳しく
非難するとともに軍の即時撤退と平和的解決を強く
求める。

【令和 4 年度池田町工場誘致等特別会計予算につい
ての附帯決議】
予算決算特別委員会の同上議案についての審査で出
された意見を附帯決議としてまとめ委員会発議した。
全議員の賛成で採択した。

〈内容〉
・工場誘致の予算であるが、交流センターかえで東

の商業等活性化エリアや旧上原商店跡地などで
町が積極的に工場等誘致を行っているとは感じ
られない。このような状態が継続するとこの予算
の必要性や一般会計への予算統合などの検討も
必要になる。

・令和４年度は町長自らがトップセールスを行い、
積極的な誘致の取り組みを強く求める。

倉科栄司議員
・町債の繰り上げ償還など将来の財政負担の軽減に
つながる予算である。

・役場組織の見直しや早期退職制度導入など経常経費削減を目指
す予算である。

・少子化対策やゼロカーボンなどへの足がかりとなる予算である。
中山　眞議員
・職員給与削減への一歩前向きな姿勢がみられる。
・外壁改修など2事業の予算取り下げなど町の姿勢を評価したい。
・財政や農業などの町の課題解決へ迅速な対応が求められる。
大厩美秋議員
・財政再建に向けた予算立てがみられた。2事業の取り下げを評価

したい。
・委託料の削減に意識を持って取り組んで欲しい。
・町民が混乱することない新年度スタートを強く望む。
矢口　稔議員
・今回の予算取り下げを評価する。
・2事業は必要性、費用対効果などを精査し、議会との議論を重ね

成果が生まれる事業となるよう強く希望する。

【令和4年度池田町一般会計予算案】　審査結果：賛成多数で可決

反対です

賛成です

賛成です

反対です
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一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
９人が一般質問を行いました

９議員が町政を問う９議員が町政を問う９議員が町政を問う
3月定例会

主な議案の説明と
審査結果

審
査
結
果
一
覧

◯…賛成　●…反対

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

横
澤
は
ま

矢
口
　
稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

那
須
博
天

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

池田町課設置条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

土地利用及び開発指導に関する条例の一部を改正する条例
の制定について(民法の改正に伴い、成人年齢が18歳に引
き下げとなるため）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

都市公園条例等の一部を改正する条例の制定について（押
印を省略することとした方針を踏まえ、関係条例の整備） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制
定について（性的少数者に配慮して性別表記を廃止するた
め）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

町営バス設置条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

電気自動車急速充電器使用料徴収条例を廃止する条例の
制定について（町所有の電気自動車急速充電器の譲渡のた
め、使用料について定める条例の廃止）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ − ○ −

令和3年度一般会計補正予算（第9号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

令和4年度一般会計予算について 可決 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● − ○ −

令和4年度工場誘致等特別会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

令和4年度国民健康保険特別会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

令和4年度後期高齢者医療特別会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

令和4年度簡易水道事業特別会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

令和4年度水道事業会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

令和4年度下水道事業会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
の制定について（人事院勧告に基づき給与改正する） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について（人事院勧告に基づき給与改正する） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

同
意

固定資産評価審査委員の選任について（固定資産評価委員
に中村一夫氏を同意した） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

陳
情

消費税「適格請求書（インボイス）方式」の実施延期を求める
陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

発
　
　
　
　
議

令和4年度池田町工場誘致等特別会計予算に対する附帯決
議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

消費税「適格請求書（インボイス）方式」の実施延期を求める
意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

ロシアのウクライナ侵攻を強く非難する決議について 可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

※矢口議長は表決には加わりません。　※那須議員は療養中のため欠席です。
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一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
９人が一般質問を行いました

９議員が町政を問う９議員が町政を問う９議員が町政を問う

質問者 質問事項

横澤はま 議員
・魅力あふれる美しいまちの将来像をどうつなぐ
・人口減少・少子高齢化社会に向かっての施策展開について
・薫り豊かな文化を育む町立美術館の行方

中山   眞 議員
・中山間総合整備事業　社口原工区の農業存続問題と今後の活用を踏ま

えて、池田町を拠点とするウェルネスプロジェクト提案について
・総務省が支援する「地域活性化企業人」制度の提案

薄井孝彦 議員

・自転車活用推進の取り組みについて
・地下水保全の取り組みについて
・社口原での宿泊滞在施設建設などについて
・農林水産省の「水田交付金」の見直しについて

服部久子 議員

・コロナ感染に対する学校、保育園の対策を聞く
・原油価格高騰に対する農家、福祉施設への支援を聞く
・就学援助制度の充実を求めて聞く
・町営住宅の今後の方針を聞く

大厩美秋 議員
・企業誘致推進について町長の考えは
・通学路危険個所における行政対応の進捗について

矢口   稔 議員
・小中学校で導入が始まるコミュニティースクールの推進方法について
・子どもたちの学校での居場所について
・職務専念義務について

和澤忠志 議員 ・農業政策を問う

松野亮子 議員 ・ゲノム編集トマト苗の小学校での配布について

倉科栄司 議員 ・二期目の折り返しを迎えた甕町政について
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一
般
質
問

答
今
年
の
春
か
ら
町
観
光
協
会
（
二
丁
目
）

で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
。
季
節
ご
と

の
名
所
や
飲
食
店
な
ど
の
立
ち
寄
り
ポ
イ
ン
ト
を

つ
な
ぐ
コ
ー
ス
設
定
を
考
え
て
い
る
。

問
町
、
観
光
協
会
、
飲
食
店
、
自
転
車
店
な

ど
で
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
み
を
。

答
関
係
者
で
検
討
し
て
い
く
。

問
自
転
車
を
活
用
す
る
こ
と
は
健
康
増
進
や

C
O
2

削
減
に
も
役
立
つ
。
池
田
町
自
転

車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
を
。

答
来
年
度
策
定
す
る
。

社
口
原
の
宿
泊
滞
在
施
設
建
設
な
ど
に

つ
い
て

問
社
口
原
エ
リ
ア
は
急
傾
斜
地
特
別
警
戒
区

域
に
囲
ま
れ
て
お
り
活
断
層
も
走
っ
て
い

る
。
社
口
原
に
宿
泊
滞
在
施
設
建
設
は
課
題
が
多

い
と
考
え
る
が
。

答
社
口
原
は
農
地
転
用
で
き
な
い
地
域
で
あ

り
、
宿
泊
施
設
建
設
は
許
可
さ
れ
な
い
。

問
社
口
原
の
ソ
バ
生
産
は
猪
や
鹿
に
よ
る
食

害
が
大
き
く
、
生
産
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
支
援
策
の
検
討
を
。

町
長
の
基
本
施
策

問
農
業
の
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
の
法
人

化
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
若
い
力
が
農
業
に
参
入
す
る
に
は
、
安
定

し
た
収
入
、
高
収
益
作
物
へ
の
取
り
組
み
、

現
代
に
合
っ
た
労
働
時
間
等
の
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
る
。

問
具
体
的
な
有
機
農
業
の
推
進
策
は
。

答
有
機
農
業
に
つ
い
て
の
研
究
を
ハ
ー
ブ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
グ
ル
ー
プ
と
進
め
て
い

く
。
広
く
意
見
交
換
や
勉
強
会
を
行
い
、
有
機
栽

培
実
践
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
具
体
策
は
。

答
す
べ
て
の
住
民
が
意
識
を
し
て
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
当
面
、
焼
却
ご
み
の

減
量
を
目
標
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
と
取
り
組

ん
で
い
く
。
環
境
問
題
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
今
後
教
育
の
中
に
も
浸
透
さ
せ
て
い

き
た
い
。

社
口
原
農
地
の
継
続
と
民
間
企
業
参
入

の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
提
案

問
財
政
逼
迫
の
中
、
経
常
収
支
比
率
の
削
減

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
人
件
費
削
減
及
び
減
債
基
金
を
活
用
し
た

町
債
の
繰
上
げ
償
還
等
に
よ
る
公
債
費
削

減
に
よ
り
、経
常
収
支
比
率
の
抑
制
に
取
り
組
む
。

借
入
を
控
え
な
が
ら
町
債
の
償
還
に
努
め
、
積
立

金
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
「
大
地
に
根
を
伸
ば

す
時
期
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
議
会
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
職

員
給
料
削
減
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
現
時
点
で
は
給
料
を
削
減
す
る
考
え
は
な

い
が
、
課
の
再
編
や
職
員
数
の
削
減
に
よ

る
財
政
的
効
果
、
業
務
上
の
負
担
等
検
証
し
た
上

で
、
財
政
立
て
直
し
の
集
中
期
間
中
に
は
、
課
題

と
し
て
職
員
組
合
と
協
議
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
会
染
保
育
園
・
非
農
用
地
・
会
染
小
改
築

等
は
、
借
入
金
に
頼
ら
な
い
目
的
基
金
積

立
て
の
備
え
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
方
向
性
が
見
え
次
第
、
有
利
な
補
助
金
や

町
債
の
選
定
を
行
っ
て
い
く
が
、
必
ず
一

般
財
源
の
負
担
が
生
じ
る
の
で
、
公
共
施
設
等

整
備
基
金
な
ど
の
目
的
を
持
っ
た
基
金
へ
重
点

的
に
積
立
て
後
年
の
事
業
に
備
え
て
い
く
方
針

で
あ
る
。
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横
澤
は
ま 

議
員

魅
力
あ
ふ
れ
る
美
し

い
ま
ち
の
将
来
像
を

ど
う
つ
な
ぐ
か

中
山
　
眞 

議
員

町
長
の
重
点
施
策
と

ゼ
ン
リ
ゾ
ー
ツ
に
よ

る
町
お
こ
し
提
案
は

薄
井
孝
彦 

議
員

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を

活
か
し
た
観
光
施
策

の
取
り
組
み
は



一
般
質
問

答
支
援
策
を
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

農
林
水
産
省
の
「
水
田
交
付
金
」
の
見

直
し
の
影
響
に
つ
い
て

問
国
は
米
以
外
の
作
物
に
転
作
し
た
場
合
の

水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
を
5
年

に
一
度
稲
作
を
し
な
い
と
交
付
し
な
い
と
し
て
い

る
。
町
へ
の
影
響
と
対
応
は
。

答
町
へ
の
影
響
は
正
確
に
把
握
で
き
な
い
。

耕
作
者
に
国
の
情
報
を
提
供
す
る
。

問
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
遊
休
農
地
が
増
え

る
可
能
性
が
あ
る
。
町
農
業
を
維
持
す
る

対
策
を
真
剣
に
検
討
し
て
欲
し
い
が
。

答
農
協
な
ど
と
至
急
話
し
合
い
検
討
し
て
い

く
。

松
本
盆
地
の
地
下
水
保
全
の
取
り
組
み
を

問
松
本
盆
地
の
地
下
水
収
支
の
試
算
を
。

答
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下
水
保
全
対
策
協
議
会

に
提
案
し
て
い
く
。

問
社
口
原
地
区
は
県
・
町
の
事
業
で
あ
る
。

営
農
継
続
が
困
難
な
中
、
町
が
責
任
を

も
っ
て
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
施
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

答
耕
作
者
の
高
齢
化
、
鳥
獣
被
害
等
の
課
題

が
あ
る
。
県
と
相
談
し
な
が
ら
、
耕
作
者

を
募
り
、
作
物
選
定
等
検
討
し
て
い
く
。

問
ゼ
ン
リ
ゾ
ー
ツ
に
よ
る
、
企
業
が
収
益
を

保
証
し
、
若
い
世
代
の
参
加
も
可
能
な
農

業
法
人
の
提
案
。
ま
た
、
池
田
町
産
業
の
掘
り
起

こ
し
を
図
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観

光
客
の
誘
客
で
海
外
に
ま
で
発
信
、
販
売
を
手
掛

け
る
今
回
の
提
案
。
池
田
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
上

が
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
ど
う
し
て
テ
ー
ブ
ル

に
載
せ
な
い
の
か
。

答
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
は
、
池
田
町
の
課

題
を
指
摘
し
て
い
る
提
案
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
当
地
区
は
土
地
利
用
計
画
上
開

発
で
き
な
い
こ
と
、
土
砂
災
害
警
戒
地
域
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
積
極
的
に
推
進
す
る
考
え
に
な

れ
な
か
っ
た
。
宿
泊
施
設
を
他
の
地
区
に
、
ま
た

農
業
関
連
の
休
憩
施
設
や
加
工
、
体
験
施
設
な

ど
の
建
設
は
可
能
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

今
後
、
議
会
や
関
係

団
体
等
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
の
施
策

展
開
は

問
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、
将
来

の
新
た
な
経
済
社
会
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
描
く
必
要
が
あ
る
。
町
長
の
考
え
は
。

答
空
き
家
対
策
事
業
を
さ
ら
に
強
力
に
推
進

し
、
住
居
、
住
宅
の
確
保
を
目
指
し
た
い
。

ま
た
、
福
祉
面
で
の
充
実
や
環
境
整
備
、
健
康
な

生
活
の
推
進
な
ど
進
め
て
い
く
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
に
網
羅
さ
れ
て
い

る
の
で
そ
の
実
現
に
向
け
尽
力
し
て
い
く
。

薫
り
豊
か
な
文
化
を
育
む
町
立
美
術
館

に
つ
い
て

問
美
術
館
が
開
館
し
27
年
が
経
過
し
て
い

る
。
今
後
の
豊
か
な
芸
術
・
文
化
向
上
の

美
術
館
の
再
生
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
近
々
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
答
申

が
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
4
月
以
降
、
教

育
委
員
会
や
美
術
館
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
経

常
経
費
の
削
減
も
含
め
協
議
を
重
ね
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
上
で
決
断
し
た
い
。
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一
般
質
問

問
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
学
校
づ
く
り
を

す
す
め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
は
県
内
の
18
自
治
体

で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
当
町
の
導
入
時
期
と
推
進

方
法
は
。

答
令
和
4
年
度
を
ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
。

〔
会
染
保
育
園
・
会
染
小
学
校
〕〔
池
田
保

育
園
・
池
田
小
学
校
〕〔
高
瀬
中
学
校
〕
の
3
つ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
考
え
て
い
る
。

問
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重
要
性
と
人
選

は
。

答
扇
の
要
で
あ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
次

第
で
運
営
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
だ
と
学
校
の
方
に
重
き

を
置
き
が
ち
だ
が
、
情
熱
が
あ
り
地
域
を
よ
く

知
っ
て
い
る
方
を
町
全
体
で
人
選
し
て
い
く
。

運
営
規
則
が
な
か
っ
た
学
習
相
談
室

問
3
月
ま
で
、
中
学
校
に
「
学
習
相
談
室
」

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
中
学
校
に
小
学
生

が
通
う
こ
と
も
あ
り
、
規
則
等
が
全
く
整
備
さ
れ

て
い
な
い
中
で
の
運
営
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。

答
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
来
年
度
、
池
田

小
学
校
に
つ
い
て
は
中
間
教
室
設
置
に
向

け
て
早
急
に
決
ま
り
を
作
っ
た
運
営
を
し
て
い
き

問
「
土
地
利
用
計
画
」
で
産
業
創
出
候
補
区

域
と
し
て
3
区
域
あ
る
が
、
企
業
誘
致
に

向
け
た
現
状
の
取
組
み
は
。

答
実
際
は
農
地
活
用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
あ

り
、
農
振
除
外
や
農
地
転
用
の
手
続
き
を

考
え
る
と
、
企
業
の
進
出
ま
で
に
時
間
を
要
す
る

課
題
が
あ
る
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
冊
子
の
作
成

配
布
に
よ
る
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。
産
業
創
出

候
補
区
域
で
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
規
模
の
相

談
は
現
在
は
な
い
。

問
町
有
土
地
の
一
つ
で
あ
る
旧
上
原
商
店
跡

地
は
、
造
成
さ
れ
た
状
態
で
何
年
も
活
用

さ
れ
ず
早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
町
長
は

ど
れ
ほ
ど
の
緊
急
性
を
感
じ
て
誘
致
、
活
用
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答
町
と
し
て
も
、
懸
案
事
項
の
一
つ
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
4
件
ほ
ど
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
。ま
だ
契
約
ま
で
至
ら
な
い
が
、

議
会
へ
は
報
告
で
き
る
段
階
で
話
を
す
る
。

問
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
町
長
自
ら

行
動
（
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
）
を
起
こ
す
事

も
必
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
商
業
エ
リ
ア
に
近
接
し
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

良
く
、
活
用
し
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
る
。

今
後
は
折
に
触
れ
、
セ
ー
ル
ス
し
て
い
き
た
い
。

問
児
童
の
感
染
が
増
え
て
い
る
。
定
期
的
な

検
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
県
が
主
体
と
な
っ
て
保
健
所
が
行
う
。
財

政
面
、
検
査
体
制
の
問
題
か
ら
町
独
自
で

実
施
は
困
難
で
あ
る
。

原
油
高
騰
で
農
家
、
福
祉
施
設
へ
の
支
援
は

問
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
へ
の
「
中
小
企
業
事
業
継
続
支
援
給

付
金
」は
農
業
者
も
対
象
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
令
和
3
年
度
の
10
月
か
ら
3
月
ま
で
の
収

入
が
、
令
和
元
年
度
ま
た
は
令
和
2
年
度

の
同
じ
時
期
と
比
べ
て
20
％
減
少
し
た
方
へ
の
補

助
か
作
付
面
積
に
単
価
を
乗
じ
た
金
額
の
補
助
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。

問
単
価
と
実
施
時
期
は
。
ま
た
、
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
は
い
つ
持
つ
の
か
。

答
交
付
単
価
は
他
市
町
村
を
参
考
に
す
る
。

意
見
交
換
会
は
4
月
中
に
持
つ
。

問
高
齢
者
、
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
暖
房
費

の
節
約
は
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。民
間
福
祉
施
設
の
暖
房
費
の
補
助
を
求
め
る
。

答
現
段
階
で
は
、
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

矢
口
　
稔 

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
導
入
推
進

は

大
厩
美
秋 

議
員

企
業
誘
致
推
進
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を

問
う

服
部
久
子 

議
員

学
校
、保
育
園
の
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
は
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一
般
質
問

た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
相
談
窓
口
設
置
を

問
学
校
に
行
か
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
等
の
相

談
窓
口
に
つ
い
て
、
保
護
者
向
け
の
窓
口

は
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が
直
接
相
談
で
き
る
場

所
や
窓
口
が
わ
か
り
に
く
い
。
手
紙
や
電
話
だ
け

で
な
く
、
ラ
イ
ン
な
ど
の
S
N
S
で
の
相
談
等

多
様
な
窓
口
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
が
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
周
知
等
が
不
十
分
な

面
が
多
々
あ
る
と
思
う
。
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
チ

ラ
シ
や
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
相
談
窓
口
の
周
知
を

し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
危
険
個
所
に
お
け
る
行
政
対
応
の

進
捗
に
つ
い
て

問
昨
年
9
月
に
通
学
路
の
緊
急
点
検
を
行
っ

た
結
果
、
早
期
に
7
カ
所
の
対
策
が
必
要

と
な
っ
た
が
、
ま
も
な
く
新
学
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
改
善
の
進
捗
状
況
は
。

答
路
面
標
示
1
カ
所
、
区
画
線
2
カ
所
、
速

度
規
制
標
識
2
カ
所
、
樹
木
伐
採
2
か
所

を
今
年
度
内
に
実
施
す
る
が
、
登
校
時
間
帯
の
道

路
規
制
は
現
時
点
で
は
行
う
予
定
は
な
い
。

問
子
ど
も
た
ち
の
安
全
教
育
の
一
層
の
充
実

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
改
善
に
努
め
る
と

言
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
実
施
状
況
は
。

答
学
校
で
の
安
全
教
育
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

2
年
実
施
で
き
て
い
な
い
。
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
意
識
改
善
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
安
全
啓
発

を
促
す
よ
う
提
案
し
て
い
く
。

意
見
学
校
で
の
安
全
教
育
は
警
察
署
の
生

活
安
全
課
で
前
向
き
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
を
考
慮
し

て
、
早
期
実
施

を
望
む
。

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を
求
め
る

問
就
学
援
助
受
給
者
の
修
学
旅
行
費
の
集
金

は
ど
う
し
て
い
る
か
。
旅
行
に
行
か
な
い

児
童
が
2
人
い
た
が
経
済
的
な
理
由
か
。

答
旅
行
の
積
み
立
て
は
、
小
学
校
は
入
学
後

か
ら
6
年
ま
で
月
1
2
0
0
円
積
み
立

て
、
中
学
校
は
月
6
5
0
0
円
を
1
年
間
積
み

立
て
る
か
、
一
括
払
い
で
あ
る
。
旅
行
の
不
参
加

の
2
人
は
経
済
的
理
由
で
は
な
い
。

問
就
学
援
助
受
給
者
は
、
小
中
学
校
で
64
人
。

そ
の
う
ち
眼
鏡
が
必
要
と
さ
れ
た
人
数

は
、
ま
た
、
眼
鏡
を
か
け
て
い
な
い
人
数
は
。

答
把
握
し
て
い
な
い
。

問
教
育
委
員
会
と
し
て
子
ど
も
の
状
況
を
把

握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
教
育
委
員
会
は
就
学
援
助
の
基
準
に
よ
り

適
格
か
を
判
断
す
る
が
、
眼
鏡
が
必
要
か
、

眼
鏡
を
か
け
て
い
る
か
の
把
握
は
で
き
な
い
。

町
営
住
宅
の
今
後
の
方
針
は

問
子
育
て
世
帯
に
住
み
や
す
い
住
宅
を
提
供

す
る
こ
と
が
人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が

る
。
町
営
住
宅
の
今
後
を
聞
く
。

答
今
後
の
供
給
戸
数
は
、
県
営
を
含
め
て

1
0
0
戸
と
定
め
て
い
る
。
町
営
住
宅

建
設
の
予
定
は
な
い
。
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一
般
質
問

問
2
期
目
を
迎
え
た
甕
町
政
の
こ
の
2
年
間

は
、
3
億
円
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
の
立
ち
上
げ
等
ま
さ
に
財
政

危
機
に
直
面
し
た
2
年
間
で
あ
っ
た
。
任
期
の
折

り
返
し
を
迎
え
こ
の
2
年
間
を
ど
う
と
ら
え
総
括

し
て
い
る
か
。

答
こ
の
2
年
間
は
財
政
逼
迫
状
況
が
表
面
化

し
、
財
政
の
立
て
直
し
に
取
り
組
ん
だ
2

年
間
で
あ
っ
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
経
費
の
削
減
を
行
い
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
な
く
予
算
編
成
が
で
き
、
財
政
状

況
改
善
の
見
通
し
が
見
え
て
き
た
2
年
間
と
と
ら

え
て
い
る
。

問
年
度
末
ま
で
に
8
名
の
職
員
が
退
職
し
育

休
に
入
る
職
員
も
多
い
。
現
有
の
職
員
に

か
か
る
業
務
負
担
の
増
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

答
職
員
へ
の
業
務
負
担
の
増
は
避
け
ら
れ
な

い
と
考
え
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
等
で

対
応
し
、
課
の
統
合
も
行
わ
れ
る
の
で
そ
の
中
で

効
率
を
図
り
業
務
分
担
を
考
え
た
い
。

問
2
期
目
の
公
約
と
し
て
「
静
か
ら
動
へ
」

を
掲
げ
た
が
、
こ
の
2
年
間
を
振
り
返
る

と
実
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
。「
静
か
ら
動
へ
」

と
し
て
何
を
ど
う
具
現
化
し
た
か
。

問 

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗
を
全
国
の
小
学

校
に
配
布
す
る
こ
と
を
、
ゲ
ノ
ム
編
集
ト

マ
ト
を
開
発
し
た
企
業
が
計
画
を
し
て
い
る
。
こ

の
ト
マ
ト
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
よ
り
、
血
圧

を
下
げ
る
作
用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ギ
ャ

バ
と
い
う
成
分
の
濃
度
が
高
い
。
厚
労
省
は
、

D
N
A
を
切
断
し
て
何
も
挿
入
し
な
い
遺
伝
子

改
造
に
関
し
て
は
、
安
全
審
査
も
行
わ
ず
届
け
出

さ
え
行
え
ば
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
た
。
ゲ
ノ

ム
編
集
ト
マ
ト
も
、
安
全
性
審
査
な
し
の
届
け
出

だ
け
で
流
通
が
認
め
ら
れ
、
2
0
2
0
年
12
月

よ
り
栽
培
お
よ
び
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ゲ
ノ
ム
編
集
に
つ
い
て
は
、
利
点
と
さ
れ
る

点
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
面
に

つ
い
て
は
マ
ス
コ
ミ
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
ト
マ
ト
の
開
発
企
業
は
、
安

全
性
を
確
認
し
た
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
ゲ
ノ

ム
編
集
ト
マ
ト
を
食
べ
た
場
合
の
長
期
影
響
調
査

も
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
遺
伝
子
が
壊
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
が
生

成
さ
れ
、
食
品
と
な
っ
た
時
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ

り
、
が
ん
に
な
り
や
す
く
な
る
こ
と
な
ど
が
最
近

の
研
究
で
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
を
安
全
性
が
確
立
し
て
い
な
い
新
技
術
に
よ
り

問
野
菜
出
荷
農
家
の
高
齢
化
で
地
元
店
へ
の
野

菜
出
荷
量
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
町
で
若

手
農
業
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
が
。

答
関
係
機
関
と
協
力
し
農
業
者
の
自
主
性
を

尊
重
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

問
肥
料
の
高
騰
対
策
と
し
て
土
壌
診
断
の
実

施
は
全
額
補
助
、
肥
料
や
施
肥
方
法
の
変

更
は
半
額
の
補
助
の
で
る
国
の
「
肥
料
コ
ス
ト
低

減
体
系
緊
急
転
換
事
業
」
の
申
し
込
み
方
法
な
ど

に
町
の
支
援
を
。

答
農
協
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
。
町
は
関
与

し
な
い
が
制
度
の
P
R
等
を
行
い
た
い
。

問
農
業
委
員
会
の
機
能
強
化
の
一
環
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
・
地
域
に
お
い
て
十
分

な
話
合
い
を
行
い
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成

支
援
を
し
て
ほ
し
い
が
。

答
実
質
化
さ
れ
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は

令
和
3
年
3
月
に
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
活
動
を
し
て
い
る
。
国
は
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

形
で「
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
」の
改
正
を
検
討
し
、

令
和
5
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
に
か
け
て
作
成
期

間
と
し
て
い
る
の
で
そ
れ
を
受
け
て
プ
ラ
ン
の
策

定
に
取
り
掛
か
り
た
い
。

問
市
民
農
園
の
利
用
率
を
高
め
て
欲
し
い
。

ま
た
草
刈
り
を
こ
ま
め
に
管
理
し
て
欲
し

倉
科
栄
司 

議
員

２
期
目
の
折
り
返
し

を
迎
え
た
甕
町
政
に

つ
い
て

松
野
亮
子 

議
員

小
学
校
で
の
ゲ
ノ
ム

編
集
ト
マ
ト
の
苗
配

布
に
つ
い
て

和
澤
忠
志 

議
員

農
業
経
営
の
危
機
に

対
し
て
の
町
の
農
業

政
策
を
問
う
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一
般
質
問

答
財
政
健
全
化
に
向
け
て
対
応
し
た
2
年
間

で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
あ
り
新
た
な
政
策
の
展
開
が
難
し
い
状
況
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
町
内
初
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
設

置
、
教
育
大
綱
の
施
行
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
等
ほ

場
の
町
直
営
等
を
実
施
し
た
。
実
現
に
は
至
ら
な

か
っ
た
が
企
業
誘
致
で
も
動
き
が
あ
っ
た
し
、
今

後
に
期
待
が
持
て
る
動
き
は
現
在
も
あ
る
。

問
町
長
の
発
言
は
多
方
面
に
渡
り
非
常
に
大

き
な
ま
た
重
要
な
意
味
合
い
を
持
つ
。
今

後
も
大
型
事
業
が
続
く
し
現
行
事
業
の
推
進
に
も

大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
踏
む
べ
き
手

順
を
踏
み
十
分
な
合
意
形
成
を
図
る
中
で
慎
重
な

発
言
を
望
む
が
。

答
首
長
と
し
て
の
発
言
に
は
十
分
重
み
を
感

じ
注
意
し
て
い
る
が
、
不
用
意
と
受
け
止

め
ら
れ
た
点
が
あ
れ
ば
よ
り
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問
新
年
に
当
た
り
課
長
会
議
で
町
長
は
「
今

年
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
決
め
る
年
」
と

発
言
し
て
い
る
。
何
を
決
め
て
い
く
の
か
。

答
現
在
会
染
西
部
ほ
場
整
備
の
非
農
用
地
の

活
用
、
会
染
保
育
園
の
環
境
整
備
事
業
、

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館
の
在
り
方
等
の
方
向

性
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
複
数
の

企
業
進
出
も
計
画
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
ら
の
方
向

性
に
つ
い
て
決
め
る
べ
き
は
決
め
、
方
向
を

定
め
る
べ
き
は
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

つ
く
ら
れ
た
食
品
の
モ
ル
モ
ッ
ト
に
し
て
は
な
ら

な
い
。

「
子
ど
も
が
ま
ん
中
」
を
教
育
大
綱
と
す
る
当
町

と
し
て
、
来
年
度
以
降
、
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の

苗
の
無
償
提
供
が
あ
っ
た
場
合
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

答 

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗
が
実
際
に
提
供

さ
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
安
全

性
等
に
つ
い
て
未
知
の
も
の
で
あ
る
の
で
慎
重
に

対
応
す
る
。

問 

子
ど
も
に
ギ
ャ
バ
成
分
の
濃
度
が
高
い
ト

マ
ト
で
は
な
く
、
菌
類
が
活
発
な
栄
養
分

豊
か
な
土
を
使
っ
て
、
栄
養
価
の
高
い
ト
マ
ト
を

作
る
こ
と
を
学
ぶ
ほ
う
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
。
土
中
の
菌
類
も
含

め
た
種
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
で
学
ぶ

環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
以
前
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
た
雑
草
堆
肥
を
使
っ
た
野
菜
作
り
を
と
り

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 
必
要
と
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

い
が
。

答
利
用
者
と
話
し
合
い
課
題
を
解
決
し
た

い
。
草
刈
り
も
よ
く
見
な
が
ら
管
理
を
し

て
い
く
。

問
地
域
を
守
り
農
業
を
守
る
た
め
、
地
産
地

消
を
推
進
す
る
地
産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
設
置
を
。

答
重
要
な
課
題
で
は
あ
る
が
今
は
設
置
す
る

考
え
は
な
い
。

問
米
価
下
落
、
肥
料
そ
の
他
諸
材
料
の
値
上

げ
、
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
政
府
の
減

反
補
助
金
の
見
直
し
（
減
反
の
畑
に
は
5
年
に
一

度
水
田
に
し
な
い
と
補
助
金
は
出
さ
な
い
）
高
収

益
作
物
の
導
入
等
、
こ
れ
か
ら
の
農
家
は
生
き
残

れ
る
の
か
。
5
年
先
、
10
年
先
、
20
年
先
ま
で
持

続
可
能
な
農
業
の
設
計
図
を
作
成
す
る
た
め
の「
池

田
町
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
」
の
設
置
を
。

答
複
数
の
農
業
関
係
の
委
員
会
が
あ
る
の
で
、

統
合
す
る
な
ど
組
織
の
見
直
し
が
出
来
る

か
ど
う
か
検
討
し
、
十
分
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
に
変
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

池田町議会だより　　第 134号　　2022 年 4月 27日発行13
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令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令和 3年度一般会計補正予算（第 8号）

令和 3年度一般会計補正予算（第 9号）

2022 年 1 月 21 日の臨時会で全議員の賛成により可決した。

2022 年 3 月 18 日の定例会で全議員の賛成により可決した。

住民税住民税
非課税世帯への非課税世帯への

10万円支給10万円支給
事業費 1億2,260万円

［財源］［財源］国補助金

てるてる坊主のてるてる坊主の
ふるさと応援寄付金増ふるさと応援寄付金増

4,200 万円4,200 万円
［理由］［理由］

同寄付金が 1 億円を越えたため

総合体育館総合体育館
カーテンレール修繕カーテンレール修繕

事業費 75万円

［財源］［財源］一般財源

墓地公園に手すりを墓地公園に手すりを
付ける工事付ける工事
事業費 99万円

［財源］［財源］一般財源

池田小学校への池田小学校への
4台の防犯カメラの4台の防犯カメラの

設置設置
事業費 106万円

［財源］［財源］一般財源

陸郷小実平地区の陸郷小実平地区の
土砂崩れ復旧工事土砂崩れ復旧工事

事業費 3,135万円

［財源］［財源］国負担金など

議員報酬議員報酬
10％削減額10％削減額
291万円の291万円の

福祉基金への福祉基金への
積みたて積みたて

コロナ対策コロナ対策
事業費 346万円※

［財源］［財源］国コロナ交付金

コロナ感染防止消耗品、
エアーベッド100台
感染防止用アクリルパーテーション
池田保育園エアコン設置
※事業費の確定にともない856万円を減額すると

ともに1,202万円の新しい事業を行った。補正
予算として差額の346万円を表示した。

主な内容

主な内容

●補正額：1億 5,836 万円●補正額：1億 5,836 万円

●補正額：4,101 万円●補正額：4,101 万円
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手すりが設置される墓地公園



議
会
活
動

「あづみ野池田いきいき食育条例」施行記念

新春餅配布イベント開催
昨年 9 月定例議会で議決された「あづみ野池田いきいき食育条例」が昨年 11 月から

施行されました。このことを記念して議会食育推進議員連盟主催で、1 月 10 日午前 10

時から道の駅ハーブセンターにて新春餅配布イベントを開催しました。

当初、餅つき大会や豚汁のふるまいを計画していましたが、新型コロナウイルス感染に

配慮し餅配布としました。約 150 人の方が参加し、池田町に働きにきている赤田工業㈱、

中部日本電子㈱、日本アルプス国際学院の外国人労働者にも餅を届けました。

イベント開会式の挨拶で横澤はま副議長は次のように述べました。

《「食」は人を良くすると書き、食は命を育む。条例はわたしたちのよりどころ。町民一

人ひとりの課題として、元気でコロナに負けない時代になるよう 4 月からの第 2 次食育

推進計画にも関わっていきたい。》

イベントにご協力いただいた女性団体連絡協議会、株式会社てる坊市場などの皆さんに

厚く御礼申し上げます。

第 2 次池田町食育推進計画（令

和 4 年度〜令和 8 年度）が 4 月

から施行されます。町民一人ひと

りが「食」を楽しく学び、健全な

心身を培い豊かな人間性を育むこ

とができるよう、議会として町の

食育施策の実施状況を検討し、必

要な提言を行うとともに、町及び

町民の皆さんと力を合わせ「健康

長寿のまちづくり」に努めてまい

ります。
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3
月
議
会
は
新
年
度
予
算
案

の
審
議
で
あ
り
重
要
な
定
例
会

で
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
し
っ

か
り
と
し
た
議
論
を
戦
わ
せ
て

閉
会
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
財
政
危
機
対
応

期
間
と
し
た
5
年
間
の
最
初
の

年
で
あ
り
、
こ
の
4
月
中
に
財

政
再
建
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。
し
っ
か
り

と
チ
ェ
ッ
ク
を
し
協
力
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
苦
し
い
時
こ
そ
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

厳
し
く
長
い
冬
が
よ
う
や
く

過
ぎ
春
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
春
を
待
っ
て
い
た
「
と

な
り
の
み
よ
ち
ゃ
ん
」
と
一
緒

に
み
ん
な
で
野
原
に
行
き
青
空

の
下
で
大
自
然
の
恵
み
を
体

い
っ
ぱ
い
受
け
入
れ
、
生
き
て

い
る
喜
び
に
感
謝
し
明
る
い
未

来
に
向
か
っ
て
共
に
手
を
繋
い

で
前
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
と
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
一
刻
も
早

く
収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。	

和
澤
忠
志

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
薄
井
　
孝
彦

副
委
員
長
　
　
大
厩
　
美
秋

委
　
　
員
　
　
横
澤
　
は
ま

和
澤
　
忠
志

倉
科
　
栄
司

矢
口
　
新
平
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編
集
後
記

編
集
後
記

次回議会だより発行は令和4年7月27日（水）を予定しています。ぜひ、御覧ください。

2
0
X
X
年
の
仮
想
生
活

何
も
な
い
部
屋
に
い
な
が

ら
ハ
ワ
イ
の
ビ
ー
チ
に
立
っ
て

い
る
。
風
や
波
の
音
、
海
の
香

り
足
裏
の
砂
、
肌
に
は
潮
の

べ
た
つ
き
も
感
じ
る
。
脳
に
埋

め
込
ま
れ
た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

と
外
部
端
末
が
無
線
通
信
し
、

五
感
に
情
報
を
与
え
て
い
る
。

今
や
感
覚
や
情
報
は
五
感
か

ら
脳
へ
流
れ
る
の
で
は
な
く
、

脳
か
ら
五
感
へ
逆
流
す
る
バ
ー

チ
ャ
ル
の
世
界
で
我
々
は
生
活

し
て
い
る
。
外
部
端
末
は
全
世

界
と
繋
が
る
接
点
で
あ
り
、
あ

ら
ゆ
る
情
報
入
力
と
脳
内
の

情
報
出
力
を
担
っ
て
い
る
。
脳

内
思
考
と
外
部
情
報
は
端
末

に
映
し
出
さ
れ
、
食
事
も
選
択

す
る
だ
け
で
ド
ロ
ー
ン
が
自
宅

ま
で
運
ん
で
く
れ
る
。

つ
な
が
り
の
本
質
　

個
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
外
部
端
末
を
通
し
映
像
・

音
声
・
文
字
・
外
国
語
に
も
翻

訳
さ
れ
多
く
の
人
と
繋
が
る
。

リ
ア
ル
な
対
面
は
殆
ど
な
い
。

家
庭
に
お
い
て
も
同
様
で
不
便

を
感
じ
な
い
。
逆
に
人
と
実
際

に
会
う
と
目
が
泳
ぎ
、
恐
怖
心

が
沸
き
上
が
る
。
多
種
多
様
の

ア
プ
リ
を
脳
内
チ
ッ
プ
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
、
初
級
レ
ベ

ル
の
料
理
・
ス
ポ
ー
ツ
・
演
奏

が
即
時
に
で
き
る
。
ア
プ
リ
と

脳
が
連
動
し
筋
肉
を
動
か
す
。

子
ど
も
は
「
九
九
の
暗
記
」・

「
漢
字
書
き
取
り
」・「
逆
上
が

り
」
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
無

く
な
っ
た
。
つ
な
が
る
人
が
増

大
し
た
が
、
発
言
が
誤
解
を

招
き
「
炎
上
」
が
早
く
な
り
大

き
く
も
な
っ
た
。
中
に
は
、
油

を
注
ぎ
楽
し
む
人
も
少
な
く

な
い
。
仲
間
・
組
織
内
の
発
言

で
も
リ
ー
ク
し
批
判
さ
れ
る
こ

と
を
恐
れ「
本
心
の
自
己
表
現
」

が
出
来
ず
、
当
た
り
障
り
の
無

い
会
話
に
な
っ
た
。

電
池
切
れ

つ
な
が
り
中
外
部
端
末
の
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編
集
委
員
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

電
池
が
切
れ
シ
ャ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
し
た
。
昔
、
ス

マ
ホ
を
持
ち
忘
れ
た
日

の
不
安
感
が
蘇
る
。「
小

さ
な
モ
ノ
」
が
動
か
な

い
だ
け
で
リ
ア
ル
な
命

に
別
状
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
が
片
時
で
も

肌
身
か
ら
離
れ
る
と
激

し
い
動
揺
を
起
こ
し
顔

面
蒼
白
と
な
る
。
個
人

支
出
の
多
く
は
衣
食
住

か
ら
外
部
端
末
、
脳
内
活

性
ア
プ
リ
へ
の
支
払
い
に
変

わ
っ
た
。
こ
の
つ
な
が
り
を

維
持
す
る
た
め
に
働
い
て

い
る
よ
う
だ
。
個
人
収
入
は

更
に
格
差
が
広
が
り
1
億

中
流
社
会
は
遥
か
昔
話
。

脳
内
チ
ッ
プ
、
外
部
端
末
、

ア
プ
リ
の
事
業
者
は
莫
大

な
収
益
を
生
み
、
途
上
国

予
算
を
超
え
る
資
産
を
持

つ
。
リ
ア
ル
な
命
を
つ
な
ぐ

「
食
」
従
事
者
は
、
相
変
わ

ら
ず
厳
し
い
。
親
の
収
入

差
は
子
供
の
脳
内
に
埋
め

込
む
チ
ッ
プ
、
ア
プ
リ
性
能

に
格
差
を
生
む
。
我
が
子

に
は
高
次
元
の
バ
ー
チ
ャ
ル

教
育
を
さ
せ
た
い
の
だ
。

目
覚
め
る

子
供
の
こ
ろ
隣
に
味
噌

を
借
り
に
行
っ
た
。
鍋
を

も
っ
て
豆
腐
や
蒟
蒻
を
買
い

に
行
っ
た
。
駄
菓
子
は
付
け

で
買
っ
た
。
ど
れ
も
こ
れ
も

お
隣
同
士
リ
ア
ル
に
つ
な

が
っ
て
い
た
。
家
庭
で
の
農

作
業
は
「
働
く
基
本
」・「
命

の
食
」
を
教
え
る
リ
ア
ル
の

場
で
あ
っ
た
。

ケ
ガ
を
し
た
ら
誰
か
が

責
任
を
取
ら
さ
れ
る
理
由

で
遊
具
が
撤
去
、
木
登
り

等
の
リ
ア
ル
遊
び
が
で
き

ず
、
危
険
感
知
能
力
が
著

し
く
低
下
し
、
多
様
な
情

報
の
真
偽
分
析
が
出
来
な

い
。
自
身
の
五
感
を
駆
使

し
て
脳
を
活
動
さ
せ
、
手

足
を
動
か
し
て
実
体
験
を

さ
せ
る
。
修
練
の
極
意
「
心

技
体
」
を
リ
ア
ル
に
行
う
こ

と
は
、
い
つ
の
世
も
必
要
だ

と
感
じ
る
。
し
か
し
、
バ
ー

チ
ャ
ル
体
験
至
上
主
義
の

気
運
は
収
ま
ら
ず
、
時
流

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
る
だ

ろ
う
か
。


